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１．はじめに　
　−「データのリアリティ」について−
　人間の血液中に含まれているブドウ糖の総量を正
確に知る人は、そう多くはない。もちろん、人間ドッ
グで測定する“血糖値”なるものは知っている。そ
れは血中のブドウ糖濃度のことを示しており、健常
人では、空腹時に90mg/dlであるのが一般的であり、
これが130を超えるくらいになると、立派な糖尿病

ということになる。
　けれども、この90やら、130とかの数字に、一体
どれだけの意味があるというのだろうか。もちろん
意味はある。なぜならば、それが健康のバロメータ
となるからである。けれどもそこには、リアリティ
というものがない。なので、90が130になったとこ
ろで、血液中にどんな変化が起き、それはどのよう
なものによってなされるのかが、わからないのであ
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る。このため、たいていの人は、「もしコカ・コー
ラを一本（500ml）飲んだとしたら、この血糖値90
が130に跳ね上がると思うか?!」という問いに対して、
的確な答えをすることができない。
　ところが、冒頭に述べた「人間の血液中に含まれ
ているブドウ糖の総量」というと、話は変わってくる。
そう、人間の血液の全てを取り出して、そこからブド
ウ糖だけを抽出したとしたら、いったい何グラムのブ
ドウ糖が含まれているか、ということである。知識レ
ベルの高い特許ニュースの読者に対してこんな簡単
な算数の問題みたいなものを出すのは本当に気が引
けるのだが、ご容赦いただければと思う。そう、何
のことはない。人間の血液の全量である4.5リットル
に90mg/dlの濃度を掛ければよく、45dl（=4.5リット
ル）×90mg/dl=約4000mg=約４gと出てくる。人間の
血液中に含まれているブドウ糖の総量は約４gである。
　これを「多い」と感じるか、「たったそれだけ?!」
と少なく感じるかは、各個人の感覚に任せたい。け
れども、コカ・コーラの一本（500ml）の中には、ブ
ドウ糖に換算すると11.3gもの糖分が入っているとい
うことを考えれば、先の「もしコカ・コーラを一本

（500ml）飲んだとしたら、この血糖値90が130に跳
ね上がると思うか?!」という問いに対して、ほぼ的
確な答え方ができるのではないだろうか。
　このように、この「人間の血液中に含まれているブ
ドウ糖の総量は約４gである」というのが、数字に対
するリアリティというものである。そして、そのリア
リティさえあれば、たいていのことは的確に予想する
ことができる。例えば先の例で言えば、コカ・コーラ
を一本（500ml）飲んだとしたら、人間の全血液中に
含まれるブドウ糖総量の約３倍もの糖分が一気に体に
入ってくるわけである。このリアリティをもってして、

「血糖値90は130に跳ね上がらない」と結論することは、
相当に困難であると思う。通常であれば、「130どころか、
200以上になるんじゃないか…」と思うところである。
　もちろん、人間の体というのは、そう単純なもの
ではない。摂取された糖分がすべてそのまま血中に
入るわけではないし、血糖値が上がったら上がった
で、それを抑制するシステムがある。インシュリンで
ある。血糖値（血液中の血糖濃度）が上がれば、膵
臓からインシュリンというホルモンが分泌され、そ
れが血糖値を下げるように作用する。けれども、体
の血液の全量に含まれている糖分の３倍以上のもの
が急に摂取されたとなれば、それはもう、異常事態
である。この異常事態に対処するためには、インシュ
リンの分泌も異常事態にならざるを得ない。こうして、

ただコカ・コーラをガブ飲みしただけで、実際の人
体の中ではどのようなことが起こっているかが、リ
アリティを持って想像されることにより、「本当はど
うすればよいのか」ということが明らかになってくる。
　これは実は、特許情報解析や経営分析を行う際に
も極めて重要なことであり、「ゆるぎない正確な情報」
を取るのはもちろんのこと、それがリアリティを伴っ
たものであるということは、何にも増して重要なこと
なのである。もしそれがないとすれば、その事態の
重要さを経営者に感じてもらうことはできない。感
じてもらえなければ、経営者は動かない。これが今、
知財人材が経営に関われるか否かということを議論
するにあたっては、非常に重要なものとなっている。

２．「正確な知識」でかつ「リアリティを持っ
た情報」

　また、こういった「正確な知識」でかつ「リアリティ
を持った情報」というのは、次に与えられた情報が正
しいものなのかどうかということを判断する際にも役
立つ。例えば、「食事制限が嫌なら、糖尿病用の薬を
…」ということで、血糖値を下げるための薬を処方さ
れたとする。果たしてそのアイディアに乗っていいも
のなのであろうか。もちろん、つらい食事制限をせず
に、ただ単に薬を飲むだけで痩せられたり、糖尿病
が治ったりするのであれば、それに越したことはない。
　けれども、ちょっと考えてみて欲しい。もしその
糖尿病の薬（血液中の糖分を積極的に排出させてし
まうことにより、血糖値を下げる薬）が効きに効いて、
全身の血液中の全ての糖分が抜けてしまったとして
も、その効果は約４グラムである。むろん、血糖値
がゼロになれば生きてはいけないから、出たとしても
１グラムか２グラムぐらいではなかろうか。けれども、
そんな程度のものに手間暇をかけるようなら、約11グ
ラムが体内に入ってくるのを防止したほうがよほど
効果的であるのは、火を見るまでもなく明らかである。
　「運動したら、どうか」。そう言う声も聞こえてき
そうである。そう、糖質１グラムは、約４キロカロ
リーの熱量（エネルギー）に換算される。11グラム
なら440キロカロリーである。70Kgの男性が早足で
１時間歩いて250Kcalの消費、１時間階段の昇降を
して320 Kcalの消費だと言われているので、コカ・
コーラを１本飲んだとしたら、約１時間半の階段昇
降をすれば、その分が消費できることになるわけで
ある。よほどゆっくり飲めば別であるが、コカ・
コーラを１本飲むのに、１時間半はかからないだろ
う。となれば、どう考えても、運動で消費するよりも、


